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●上位校コース 受講目安推奨偏差値（進研・V 模擬・北辰） 

① 難関私国立５科 小岩教室 偏差値６５ 駿台テスト５０ 

② 私立ハイレベル（MARCH）小岩教室 偏差値６０ 駿台テスト４５ 

③ 都立最上位 小岩教室 偏差値６０ 駿台テスト４０  

対象校：日比谷・西・戸山・青山・新宿など 

④ 埼玉県立最上位 大宮教室  偏差値６０ 駿台テスト４０ 

⑤ 千葉県立最上位 稲毛教室  偏差値６０ 駿台テスト４０ 

 

全コース  日曜日実施 

①は１４時〜１９時 ②③④⑤は１５時〜１９時 

 

■日程〈全１０回〉 

９月１４日、２１日 １０月１２日、１９日、２６日 

１１月２日、１６日、３０日  １２月７日、１４日  

 

■費用 

44,000 円（税込） 

 １０月・１１月・１２月・１月授業料で 11,000 円ずつ分納 
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日曜日実施 １５時〜１８時 

■日程〈全９回〉※地域ごとの事情により変更になる可能性があります。 

１０月１２日、１９日、２６日  １１月１６日、３０日  

１２月７日、１４日 １月１１日、１８日 

■費用  29,700 円（税込） 

     １１月・１２月・１月授業料で 9,900 円ずつ分納 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

推薦対策について 

都立推薦 … 各教室  

個別面談 … 一般コースの指導の中で行われます。 

 

 

 

●公立一般＆私立一般レベルアップコース 

過去問対策 弱点対策 推薦対策 

① 公立一般コース  全教室で開催 

② 私立一般コース  全教室で開催 
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志望校の特徴に合わせた演習 
上位校ほど違う入試の傾向や難易度 

上位校受験の際に気を付けなければならないのが入試の難易度の違いです。県立、都立 

などの公立の入試問題でも、都立上位校の独自問題や埼玉県での英語・数学の「学校選 

択問題」（応用問題）があり、公立の中でも２つのレベルがあります。これらの違いを 

認識して準備していかないと、思わぬ不合格になる可能性があります。国立と難関私立 

の入試問題にも大きな違いがあり、大学入試改革の影響を強く受けやすい学校がある反 

面、独自の学力観で一部高校レベルまで学習していないと苦戦する大学付属校もありま 

す。傾向をしっかり把握して演習を積むことが合格への大きな力になります。また問題 

の特徴を知ることで得点を取るためのそれぞれの実力にあった合格戦略が見えてくるは 

ずです。 

・国立 
国立の上位校の英数国はかなりレベルの高い出題になります。国語においても文章 

自体のレベルが高いだけでなく、どの教科も応用力を身につけていることと同時に、 

内容を正確に理解した上での自分の考えや判断を要求されます。どうしてその答えに 

なるのかを納得していく演習が必要です。理科・社会については、言葉の難しさはあ 

っても、基本が十分理解されていれば解けるものが多いのが特徴です。理科・社会で 

差が開く傾向もありますので不得意単元などがないように準備していきましょう。 

・私立大学付属校 
文科省などの流れに左右されない独自路線が長く続く傾向があります。目新しいこ 

とよりも、旧来からの過去問などにも顕著なしっかり考えさせる出題が基本です。難 

問へのチャレンジを積んでいくことが、合否の分かれ目になります。推薦試験の面接 

や小論文なども準備をしておく必要があります。 

・公立最上位校（独自問題、学校選択問題） 
公立にはその地域独特の出題パターンがありますので、そこは練習を積む必要があ 

ります。その上で東京都と埼玉県は思考力を試す独自の問題が上位校では加えられま 

す。過去問の傾向を見ての対策が必要になります。千葉県は今のところ全てが共通問 

題ですので、ミスをいかにしないかが勝負になります。ただし、千葉の場合は、公立 
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最上位校を受験する生徒が抑えにする私立高校のレベルが高く、５教科とも公立レベ 

ルでは太刀打ちできない出題が多いため、理科社会のハイレベルな実力養成が、合格 

を左右する結果になっています。 

 

入試問題に慣れることと得点力をつけることが目的 

・公立一般 
東京、千葉、埼玉ともに出題の傾向が異なります。文科省の教育改革の影響を受け 

やすい傾向があり、過去問を解くと同時に予想される出題への準備も必要です。 

・私立の併願校 

一般的に公立より難しい出題 

進学指導を重視する私立高校はもともと都立に比べて入試問題のレベルが高いのが 

特徴です。必要な学力レベルをきちんと要求してくる出題が多いからです。東京都の 

場合、都立の上位校受験者がある程度の私立校を抑えにして上位校チャレンジを堅持 

していく傾向がありますから、併願の内申基準をクリアするだけでなく、実力もしっ 

かりつけて、一般受験もできるように演習していく必要があります。 

公立高校の問題も入試レベルということでレベルアップは不可欠 

「内申の時代」といわれ、公立高校では内申が取れているかどうかが大きく合否に 

影響する関係で、学校の定期テストにばかり目が行く傾向があります。 

ただし学校の定期試験のレベルと入試のレベルには大きな格差があり、今の学校カ 

リキュラムに合わせて入試に備えるとすれば、入試問題が本当に解けるようになるの 

が、中３の１２月ということになってしまいます。いわゆる入試問題に照らして自分 

の不得意を克服していく「受験勉強」というものがなかなかできないということなの 

です。より早く受験勉強ができるというのが合格への保証になります。 

塾では入試レベルを意識した学習を実施していますが、特進クラスは夏休み前、進 

学選抜クラスは国語と英語は夏期までに、数学と理社は１０月までに、中３までの全 

内容を習得、１１月からは「過去問」に全教科取り組めるようにしています。少し遅 

めだと感じるかもしれませんが、残りの時期を集中的に学習することで、逆に大きく 

伸びる生徒も多くいます。現在の入試システムから内申対策に多くの時間を割かれる 

中で、中３後期の志望校別特訓は、実力アップの大きなチャンスを作ります。 
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●上位校コースの演習法

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

授業

テスト

ホームワーク

難問攻略法…課題確認 

志望校レベルの体得 

時間配分の習得  

思考力アップ 

 

基本事項のマスター 

授業はベテラン講師が担

当する２WAY 授業 

テストで確認  

ＫＹ（こだわってやり直

し）で実力アップ！ 
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●公立・私立一般レベルアップコースの演習法 

不得意を克服することで実力アップ！ 

5 教科にわたってチェック（中 1 中 2内容） 

わからないことが多すぎて、自分の不得意をただ嘆くだけの日々になると成績は 

上がらなくなります。まずは不得意を見つけよう。不得意は受験勉強の武器になり 

ます。つまり、一つ不得意を克服できれば、それは必ず成績アップにつながります。 

過去問を解く前にチェックテストによる分析表づくりを行います。弱点克服をそ 

のレベルに合わせてサクセストレーニング（パソコンシステムを使った練習トレー 

ニング）をしていきます。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

過去問・類題

• 記録用紙

• やり直しノート

弱点補強

• eトレーニング

• 学習記録

過去問分析

弱点発見

弱点トレーニング評価

学習計画
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